
鳥取県公立中学校等における部活動の地域連携・地域移行に向けた推進計画概要版

Ⅲ 具体的な取組方策Ⅱ 県及び市町村の役割

１ 基本的な考え方
①休日に活動している部活動について、地域連携・地域移行の取組を推進する。
②平日は、基本的に学校部活動として実施する。
③部活動改革は、「地域移行型」を基本とし、直ちに地域での活動への移行が困難な場合は、「拠点校（合同部活動）型」、「地域連携型」

といった新しい部活動の形態により、生徒の活動機会を確保しながら、「地域移行型」への取組を推進する。
２ 地域クラブの考え方

①「地域移行型」における「地域クラブ」は、以下の要件を満たしていることを基本とする。
・休日の生徒の活動の機会を確保することを目的。
・国ガイドラインを遵守した活動を実施。
・学校部活動の教育的意義や目的を継承した活動を実施し生徒の人間形成に寄与することを目的。
・中学校体育連盟主催大会に出場の認定要件を満たしている。（文化芸術クラブは除く）

※「地域移行型」の地域クラブの単位は、平日に学校で実施している部活動を単位とする。ただし、複数校若しくは市町村を越えての地域
クラブ設置については、当該校及び当該市町村で協議し、互いに同意する場合は可。

②市町村が運営に関わらない地域クラブ等が「地域移行型」の地域クラブとして休日の活動先となることを希望する場合は、市町村へ申請す
る。

③申請があった地域クラブ等について市町村及び学校は要件を確認し、休日の活動先として認定する。認定後は、当該部の休日の活動を行わ
ない。

３ 部活動及び教職員の考え方
休日に地域クラブでの指導を希望し報酬を得る教職員は、服務監督権者の許可を得て地域クラブの指導者として指導にあたる。

４ 今後の部活動の在り方
平日の部活動の地域連携・地域移行については、令和７年度末の県内の進捗状況及び国の動向を踏まえて、令和７年度中に改めて方針を検討
し市町村へ示す。

少子化により生徒数が減少し、部活動を維持・継続することが困難な状況となっていることや部活動指導に係る教職員への負担が大きくなっ
ていることから、国が令和５年度から令和７年度の３年間を「改革推進期間」として位置付け部活動の地域連携・地域移行に向けた取組を推進
していくことから、「改革推進期間」における県内の市町村の取組が推進されるよう策定した。

１ 県の役割
各関係機関と連携を図りながら、市町村の取組を支援する。

２ 市町村の役割
令和５年度中に、協議会等を設置し、県の推進計画を参考に
しながら、方針、具体的な取組、スケジュールを検討し、取
組を推進する。

○地域クラブ等の整備充実 ○スポーツ・文化芸術指導者の質・量の確保
○施設の確保、大会の在り方 ○引率や運営に係る教員の負担軽減
○活動における保険の在り方 ○活動における費用負担の在り方
○地域クラブへの支援 ○高校入試への対応 ○移動に係る支援 ○その他

上記に係る課題等について、市町村と連携し対応策を検討・研究する。

策定の趣旨

Ⅰ 基本方針


